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ヨ ツ ボ シ ク サ カ ゲ ロ ウ の 一 新寄生 蜂

内　　田　　登 　
・一

　草蜻蛉科 （ChrySopidae） の昆蟲 に寄生 する所 の 姫蜂 の 存 する事 を、筆者 は寡

聞 に して、 今 日まで 知 らざる も、 今回本學理 學部學生吉條久男氏 は 、 本科 の 昆

蟲の 細胞學的研究を成す 目的 を以 つ て 、 數種の草蜻蛉の 幼蟲 を野外 よ り採集 し

來 り 、
こ れを飼育中 、

ヨ ツ ボ シ ク サ カ ゲ ロ ウ （σhiysopα septenpunctata 　eognatUt

M ，L ．） の 繭 よ り、 數頭 の姫蜂を得た り。
これ等の姫蜂 は 、 野外 に於 て 、寄主の

未だ幼蟲時代に寄生 し居 りた る もの な らん 。 同氏の 好意 に 依 り、
こ れを檢す る

に 、尖姫蜂 亞科 （Cryptinae）中 、
　Hemitelini族 に 屬す る、而 も學界に 未知なる

もの なれ ば、茲 に下の 如 き學名を附 し、 以 つ て 公表せ ん とす る もの な り。 絡 り

に 貴重な る材料 を惠與せ られ た る吉條久 男氏 に樹 し深謝す る所 な り。

Hemiteles （Rh α di“ rgus ） oんrysopae 　 sp ．　nov ．

　 クサカゲ ロ ウ トガ リ ヒ メ バ チ　（新稱）

　雌 　　體長
’
5− 7mm ．．觸角及び脚 は本屬の 種類 と して は 可 成 り太 くして

、

一

見 Phaeogenes属の もの の 如 き觀を呈 す 。 前者は糸朕 に し て
、 體長 よ 堕遙 に短

し。 頭部 は複眼 の 後方狹 く、小 點刻 を粗布 す。 顏は幅廣 く ． 大腮 は略同長の 二

齒を有す。 胸部 は 點刻 を密布すれ ど も、前 胸 側の 下 部 に は縱皺を有す 。 前伸腹

關節は短 くs 大 なる點刻 を密在 し、後面 は殆ん ど 垂直 に切斷せ られ 、 各匠劃は

制然 し、氣孔 は小 圓形 。 翅 は殆ん ど透明なる も、 縁紋 は黒褐、共の 基部 は 白色

に して 牛透 明 、 縁紋 の 下方 に 孚透明 の 判然せ ざ る大紋 あ り。 腹部 は長楕圓形に

して 、 基部 の 三節に は粗に點刻 を有 し 、 以 下 の 各節は亭滑 に して 張 を光澤 あ り。

産卵管は第
一腹節と略 同長。

　髑色黒色 に して 光澤な し。 觸角柄節 、 第 一
、 二 、三鞭節 、 大腮 、 脚及 び第一

、

二 、 三腹篩は黄赤色父 は晤赤色 。 觸角 の 第四節以下の 數節は黒褐 。 兩鬚 は淡黄

色 。 個體 に よ り後肢及び腹部の 基部三 節の 暗色を呈せ る もの あ b 。

　雄　　雌 に似る も觸角上 面は黒色 、 下面の基部黒褐 ， 柄節の 下 面 、 兩鬚並び

に 前 中肢 の 基節及 び轉節は淡黄色 。 體長 6　Pim 。
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蟲 ・ 第 七 卷 第 四 號

羽 化 し出で た る繭は （Fig，1a）に 示 せ る如 く

aSth化 し出te　g　s　asnt（Fig・　lb）に於 ける如 く

らる 。 繭の 色彩ば殆んお白色な り6

北 海道（札幌 ）o

ヨ ツ ポ シ ク サ カ ゲ ロ ウ o

本寄生蜂に依 り寄 生せ られた草蜻蛉の繭は 淡黄褐を帶 ぴ 、寄 生蜂の

　　　　　　　　　　　　　　　　　、上部 に小孔穿 たる 。 省 、 草蜻蛉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、 繭 の 上 部恰 も蓋の茹 く開孔せ

　　　　　　　　　　Fig・ia・　　　　　　　　　宮i暫，　ib．

Fig。1a： 茄 画 漉 伽 （鯒 d伽 7卿 ）chrysopa −e の 羽 化 し 出で た る草蜻蛉 め 繭 6

FSg．1b ：　草 蜻蛤 の ヌ犲化 し出 た る 繭 o

壬IAbPTt ｝　rlAMi

EINE 　ATEUE 　S（】HMAROT 乞ERHYMENO ？TERA 　VON

attR　YSOPA 　SEPTENP σヱVOTA 　TA　ooal ＞A　TA ］近
，L．

　　　　　　　　　He 〃vitel召s くRhadiu ・
・gus ）c ん・ys・P αe　sp ．　nov ．

　♀．　］E【opf 　hinter　den　Augen　stark 寸erschrn 呂lert；S亀i1・11　flach
，
　zerstreut 正巳in　punk ・

tiert；Gesicht　detコtlieh　quet ， 丘ein 　punktiert 　uttd　behaart；Clypeus　am 　Ende 　schwach

eingedr 翫ckt 　uhd 　a 血 Vorderrand　ohne 　Zahn ； Wangen　zie．hlich 　lang； 1塩 ndibeln

Mlt 　2　gleiohen　Zahnert； Oeellen　klein
，
　berahteh　nicht 　dieムugen 　 nicht 　behaart．

Antennen 　etwas 　krljftig
，
　fadenf6rmig

，
　kUrzer　als　der　K6 叩 el；Schaft　dick，

　das　erste
und 　2te　Geisse】gheder　g】eich 　lang．　 Thorax　punkti 田 t｝P 肛 apSidenfuTcben 　nur ▽。m

schwach 　angedeutet ；Sch三］dchen　flach，　nul 　an 　deT　Ba 目is　seitlich 　gerandet，　Propo−

deum 　Eehr 　kutzi王lintergeite　abfa ｝lend
，
　di巳 Felderung　 g島nz

，
　Area 臼uPe 「o 血 edia

deut｝ich　querJ　Gostula　krljftjg；］しuftlticheT 　klein　und 　rund ；Area　pet・iolarie，　intema

und 　angulari8 　grob　querrunzeliE　put ）ktiert．　Fl〔igel　fa8t　byaljn，　aber 　unt £ r　dem
Stigエna 　mehr 　oder 　weniger 　dUnke】getr丘bt；氈 i臼血 乱 schwtirzliuh

，
　an 　der　Basis　ab6r

weisslich ；Netve】亘ins・etw ・s・Unter ・de・ ］Viitte　gebt・ehe 曲 nd ・PP・situs ．　 Beine 飩 噛

dick・Hinterleib　1蕊ngli ・・h ・va1 ，　P ・fitpetiolbs ，　daS　2te　Segnient　und 　die　BasiS　des
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3ten
 Segments zersteut  fein punktiert, das erstere  sehr  breit, die tibrigen Segmente

glatt und  stark glunzend.  Bobret fast so ]a'ng wie  das erste  Segment.
'
 Schwarzund  matt.  Pa]pen  gelblichweiss. Schaft, A.ntennell an  der Basis (das erste-
3te Geisselg]ied), Beinefast ganz  and  Hint6rleib an  der Basis (dfis erste  und  2te

ganz  und  das 3te an  der Basis> ge]brot bis braunrot, die Hirrtersehienen und  -tarsen

undi das erste  Hinterleibssegment an  der Basis mehr  oder  weniger  brU'unlich; Jedes
Hinter]eibssegment am  Hinterrand undeutl  ich he]l gesaumt.  K5rperl2' nge:  5-7  mm.

        Fig. 2a: Vorder- und  Hinter  fltigel Fig. 2b: Propodeum  von

                                               oben  geBehen

  O. Schaft unten  und  Palpen gelblichweiss. Antennen  unten  dunke]braun.

Vier VorderhUften und  
-trochantern

 gelblich; HinterhUiteti und  Hinter]eibsbasis
(daB erste-3te  Segment)  schwitrzlichbraun.  Sonst stimint  mit  dem  NVeibchen vO]]ig

tiberin. K6rperltinge : 6 mm,

  Helotypus: 9, Sapporo, 8, VIII, 1933, Leg, H, Kichijo, Allotopotypus: 6.
fteratopotyptas: 8 9 .

  VSrirt: (]hrysopa saptempunntcr･tna coguata  M'L,

.


